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話
で
綴
る
一
夜
」

（
一
二
月
一
一
日
一
八
時
～
二
〇
時
、
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
・
ホ
ー
ル
）

・
川
島
京
子
（
早
稲
田
大
学
）
講
演
会
「
日
本
バ
レ
エ
の
幕
開
け

―

白
系
ロ
シ
ア
人
エ
リ
ア
ナ
・
パ
ヴ
ロ
バ
の
功
績
」

（
一
二
月
一
八
日
、
一
七
時
三
〇
分
～
一
九
時
一
〇
分
、
研
究
講
義
棟

二
二
六
）

　
開
幕
イ
ベ
ン
ト
「
世
界
の
食
と
酒
を
語
る
」
で
は
、
イ
ス
ラ
ム
研
究
者

で
あ
る
八
木
久
美
子
先
生
と
、
ロ
シ
ア
文
化
を
専
門
と
す
る
沼
野
恭
子
先

生
に
、「
食
」
と
い
う
切
り
口
か
ら
世
界
の
文
化
の
多
様
性
に
つ
い
て
ざ
っ

く
ば
ら
ん
に
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。
八
木
先
生
に
よ
れ
ば
、「
辛
く
苦
し

い
断
食
月
間
」
と
い
う
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
で
捉
え
ら
れ
が
ち
な
ラ
マ
ダ
ン

が
、
実
は
に
ぎ
や
か
な
祝
祭
と
共
食
の
場
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
一
見

す
る
と
「
文
化
習
慣
の
尊
重
」
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
「
ハ
ラ
ー
ル
」
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う
国
家
・
企
業
戦
略
で
も
あ
る
と
い
う
興
味
深
い

指
摘
も
な
さ
れ
た
。
一
方
、
沼
野
先
生
の
知
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
、
ソ
連
か

ら
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
後
、「
自
由
の
国
」
に
来
た
結
果
、
か
え
っ
て
ユ
ダ

ヤ
の
戒
律
を
厳
格
に
順
守
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、

「
自
由
と
束
縛
」
が
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
問
題
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ

言
語
文
化
学
部
「
冬
の
芸
術
祭
」（
二
〇
一
五
年
一
二
月
二
日
～
一
八
日
）
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前
田
和
泉

　
大
学
は
授
業
が
行
わ
れ
る
だ
け
の
場
所
で
は
な
い
。
各
種
研
究
会
や
学

会
、
映
画
上
映
会
や
講
演
会
な
ど
、
日
頃
学
内
で
は
多
く
の
興
味
深
い
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
残
念
な
こ
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
別

に
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
慌
た
だ
し
い
日
常
の
中
で
見
過
ご
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
今
回
、
言
語
文
化
学
部
で
は
、
芸
術
や
文
化
に

関
わ
る
一
連
の
イ
ベ
ン
ト
を
一
つ
の
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
ま
と
め
、
総
合
文

化
研
究
所
の
共
催
に
よ
り
「
冬
の
芸
術
祭
」
と
題
し
て
開
催
し
た
。
二
週

間
余
の
間
に
複
数
の
催
し
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
内
外
に
ア

ピ
ー
ル
し
、
学
生
や
教
職
員
、
学
外
の
人
々
に
も
、
様
々
な
形
で
「
芸
術
」

に
親
し
ん
で
も
ら
う
の
が
狙
い
で
あ
る
。

　
開
催
さ
れ
た
の
は
以
下
の
四
つ
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

・
八
木
久
美
子
×
沼
野
恭
子
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
「
世
界
の
食
と
酒
を

語
る
」

（
一
二
月
二
日
一
八
時
～
一
九
時
三
〇
分
、留
日
セ
ン
タ
ー
さ
く
ら
ホ
ー
ル
）

・
松
浦
寿
夫
展
覧
会
～Suite Concarnoise

～

（
一
二
月
九
日
～
一
六
日
、
研
究
講
義
棟
四
二
二
前
）

・
博
多
か
お
る
ピ
ア
ノ
＋
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
「
ピ
ア
ノ
と
お
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せ
た
。「
羊
を
見
る
と
、《
か
わ
い
い
》
で
は
な
く
《
お
い
し
そ
う
》
と
思

う
」（
八
木
）、「
実
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
鶏
を
絞
め
た
こ
と
が
あ
る
」（
沼
野
）

な
ど
、
両
先
生
の
知
ら
れ
ざ
る
秘
話
も
明
か
さ
れ
、
会
場
は
大
い
に
沸
い

た
。
な
お
、
ト
ー
ク
後
は
ワ
イ
ン
試
飲
会
が
行
わ
れ
、
世
界
各
地
の
ワ
イ

ン
が
来
場
者
に
ふ
る
ま
わ
れ
た
。

　
松
浦
寿
夫
先
生
は
近
代
西
欧
美
術
の
専
門
家
だ
が
、
自
身
も
画
家
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
学
外
で
は
毎
年
の
よ
う
に
個
展
を
開
い
て
き
た
。
今
回
、

学
内
初
の
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
普
段
は
目
立
た
ぬ
研
究
講
義
棟
の
一
角

が
一
週
間
に
わ
た
っ
て
様
々
な
色
の
キ
ャ
ン
バ
ス
で
彩
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
タ
イ
ト
ル
の
〈Suite C

oncarnoise

〉（
コ
ン
カ
ル
ノ
ー
連
作
）
は
、

松
浦
先
生
の
恩
師
で
あ
る
故
・
岩
崎
力
（
本
学
名
誉
教
授
）
の
エ
ッ
セ
ー

に
由
来
す
る
。
開
会
日
に
は
画
家
本
人
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も
行

わ
れ
、
作
品
の
制
作
プ
ロ
セ
ス
や
技
法
な
ど
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。「
絵

は
足
し
算
の
芸
術
だ
が
、
色
彩
を
足
し
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
逆
に

キ
ャ
ン
バ
ス
の
中
に
余
白
を
創
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
コ
メ

ン
ト
は
、
実
作
者
な
ら
で
は
と
言
え
よ
う
。
会
期
中
に
は
、
キ
ャ
ン
バ
ス

を
前
に
人
々
が
語
り
合
う
姿
も
見
ら
れ
、
研
究
講
義
棟
と
い
う
日
常
空
間

の
新
た
な
可
能
性
も
感
じ
さ
せ
る
試
み
と
な
っ
た
。

　
松
浦
先
生
が
美
術
研
究
者
に
し
て
画
家
で
あ
る
の
に
対
し
、
博
多
か
お

る
先
生
は
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
に
し
て
プ
ロ
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
あ
る
。
レ
ク

チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
「
ピ
ア
ノ
と
お
話
で
綴
る
一
夜
」
は
博
多
先
生
が
学

内
で
行
う
初
の
本
格
的
な
演
奏
会
で
、
曲
目
は
、
ク
ー
プ
ラ
ン
『
ク
ラ
ヴ

サ
ン
曲
集
』
よ
り
「
さ
ま
よ
え
る
影
」「
病
み
上
が
り
の
女
」「
恋
す
る
ロ

シ
ニ
ョ
ー
ル
」、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
『
前
奏
曲
集
第
二
集
』
よ
り
「
ヒ
ー
ス

の
丘
」「
月
の
光
が
ふ
り
注
ぐ
テ
ラ
ス
」「
花
火
」、チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー『
四

季
』
よ
り
「
六
月
〈
舟
歌
〉」「
十
二
月
〈
ク
リ
ス
マ
ス
〉」、
シ
ュ
ー
マ
ン

『
パ
ピ
ヨ
ン
』、
シ
ョ
パ
ン
『
ス
ケ
ル
ツ
ォ
第
二
番
』、
そ
し
て
ア
ン
コ
ー

ル
に
シ
ョ
パ
ン
『
ノ
ク
タ
ー
ン
第
二
番
』。
選
曲
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
一

年
を
振
り
返
る
」
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
曲
に
関
し
て
簡
単
な
レ
ク
チ
ャ
ー
も

交
え
な
が
ら
演
奏
す
る
と
い
う
「
文
学
者
＋
音
楽
家
」
な
ら
で
は
の
催
し

を
、
学
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
二
百
名
近
い
聴
衆
が
堪
能
し
た
。
会
場
の
プ

ロ
メ
テ
ウ
ス
・
ホ
ー
ル
は
、
普
段
は
主
に
授
業
や
大
学
の
行
事
に
使
用
さ

れ
、
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
も
日
頃
は
舞
台
裏
で
眠
っ
て
い
る
。
こ
の
夜
、
素

晴
ら
し
い
弾
き
手
を
得
た
ピ
ア
ノ
も
、
音
楽
で
満
た
さ
れ
た
ホ
ー
ル
も
、

い
つ
も
と
は
ま
る
で
見
違
え
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

　「
芸
術
祭
」
を
締
め
く
く
っ
た
の
は
、
川
島
京
子
氏
（
早
稲
田
大
学
）
の

講
演
「
日
本
バ
レ
エ
の
幕
開
け

―
白
系
ロ
シ
ア
人
エ
リ
ア
ナ
・
パ
ヴ
ロ

バ
の
功
績
」
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
革
命
後
に
日
本
へ
亡
命
し
た
舞
踏
家
パ
ヴ

ロ
バ
は
、
バ
レ
エ
を
初
め
て
目
に
す
る
日
本
の
観
衆
を
自
ら
の
舞
踊
で

魅
了
し
、
ま
た
日
本
初
の
バ
レ
エ
ス
ク
ー
ル
を
設
立
し
て
多
く
の
弟
子
た

ち
を
育
て
た
。
当
時
、
彼
女
と
同
じ
く
革
命
を
き
っ
か
け
に
来
日
し
た
白

系
ロ
シ
ア
人
舞
踏
家
は
少
な
く
な
い
。
だ
が
、
彼
ら
が
日
本
に
定
着
す
る

こ
と
な
く
終
わ
っ
た
の
に
対
し
、
パ
ヴ
ロ
バ
は
巧
み
に
日
本
社
会
と
同
化

し
、
日
本
伝
統
の
芸
事
に
見
ら
れ
る
「
家
元
制
度
」
を
自
身
の
ス
ク
ー
ル

に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
日
本
独
自
の
バ
レ
エ
文
化
を
開
花
さ
せ
た
。
体
系

的
な
教
育
制
度
を
欠
く
現
在
の
日
本
バ
レ
エ
界
の
欠
点
は
パ
ヴ
ロ
バ
に

起
因
す
る
と
い
う
批
判
も
少
な
く
な
い
。
た
だ
、
国
境
を
越
え
て
異
文
化

で
生
き
る
こ
と
が
今
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
困
難
だ
っ
た
時

代
に
、
異
郷
に
根
を
張
り
、
女
手
一
つ
で
母
と
妹
を
養
い
、
最
後
は
帰
化

し
て
戦
地
へ
の
慰
問
公
演
中
に
倒
れ
た
パ
ヴ
ロ
バ
の
逞
し
さ
と
し
な
や

か
さ
は
驚
嘆
に
値
す
る
。
講
演
中
に
当
時
の
貴
重
な
映
像
資
料
を
見
せ
て

い
た
だ
い
た
が
、
そ
こ
に
映
る
バ
レ
エ
ス
ク
ー
ル
の
子
供
た
ち
や
地
元
の
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支
援
者
た
ち
、
そ
し
て
パ
ヴ
ロ
バ
自
身
の
生
き
生
き
と
し
た
笑
顔
は
、
何

よ
り
も
雄
弁
に
彼
女
の
生
き
ざ
ま
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

　　
以
上
を
も
っ
て
「
芸
術
祭
」
は
閉
幕
し
た
。
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
は
概
ね
好
評
で
、「
ぜ
ひ
第
二
回
を
」
と
の
有
難
い
コ
メ
ン
ト
も
あ
っ

た
が
、
怒
涛
の
一
二
月
を
終
え
、
真
っ
白
な
灰
と
な
っ
て
燃
え
尽
き
た
感

の
あ
る
運
営
担
当
と
し
て
は
、
今
後
の
こ
と
は
神
の
御
心
の
ま
ま
に
委
ね

た
い
と
思
う
。

　
最
後
に
な
る
が
、
準
備
に
あ
た
っ
て
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
方
々
に
は

こ
の
場
を
借
り
て
お
詫
び
申
し
上
げ
た
い
。
そ
し
て
、
ご
協
力
、
ご
支
援
、

ご
心
配
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
皆
様
方
に
は
心
か
ら
の
感
謝
を
。


